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Ⅰ．研究の背景 

わが国の要介護認定率は 75 歳以上でとくに増加しており、団塊の世代が後期高齢者となる

2025 年頃から介護される側の人数が急増することが予想されている。このような社会においては、

病気になる前の予防や、既に障害や疾患を抱えている人には重症化を予防するといった広い意

味での介護予防の取り組みが重要となる。特に、要介護者高齢者の重症化の予防という点で今後、

通所介護における機能訓練サービスは、大変重要な役割を担うことになる。しかしながら、現行の

通所介護施設における機能訓練（特に個別機能訓練Ⅱ）は、「生活の自立」「自立した生活を支援

する」ことを目的にサービスが提供されており、本質的に期限の定めのない訓練の定期的・継続的

実施をもとめられている利用者の訓練意欲を如何に引き出し、維持し、高めるかといったモチベー

ション管理の視点や、これ以上の自立した生活の維持・改善が見込めない利用者の Quality of life

（QOL）、Sanctity of life（SOL）に対する配慮の視点が欠如している。 

Ⅱ．研究の意義 

従来、個別機能訓練の効果の評価においては数値化しづらい、身体的効果、心理的効果、社

会的効果はあまり重要視されていなかった。しかし、これらの効果には、行動変容をもたらすとされ

る種々の健康行動理論の共通項目に関係する項目が多く含まれており、利用者の訓練継続意欲

に大きく影響している可能性がある。利用者の訓練継続意欲の関連要因の解明は、利用者のエン

パワーメントをはかり、利用者のSOL、QOLに配慮した尊厳を守るための個別機能訓練のあり方の

改善に寄与するものと考えられる。 

Ⅲ．研究の目的 

本研究は、通所介護施設を利用する高齢者の個別機能訓練の継続意欲に関連する要因を明

らかにすることを目的として行った。 

Ⅳ．研究方法 

東京都内、埼玉県内、神奈川県内の 4 つの通所介護施設を利用する、マンツーマンによる 10

分以上の個別機能訓練を継続して実施している 64 歳以上の要支援・要介護高齢者 62 名を対象

に、種々の健康行動理論や先行研究にもとづいて作成した調査票を用いて個別に面接聞き取り

調査を行った。個別機能訓練の継続意欲はVAS （Visual analog scale）にて測定し、それを百分率

化したデータを従属変数とした。その他の各質問項目を独立変数として、各変数との関連を、2 群

の平均値の差の検定にはｔ検定、3群以上の平均値の差の検定には分散分析を用いて検討した。 

Ⅴ．結果 

VAS の平均値は 81.4％であり、対象者の意欲は全般的に高かった。各項目と訓練継続意欲と

の間で有意な関連がみられた質問項目は、「訓練への肯定的・好意的認識」、「訓練の際の快適

さ」、「訓練中、訓練後の効果（楽になった・軽くなった）」、「ケアマネージャーからの応援」、「友人・

知人からの応援」、「家族の機能訓練へのサポートに対する肯定的認識」、「機能訓練指導員から

の役立つ情報等の提供」の 7項目であった。 

Ⅵ．考察 

本研究結果から、現行の介護保険制度下での個別機能訓練に求められているコンセプトやアプ

ローチは医療機関で行なわれている治療的アプローチの訓練ではなく、一回一々の訓練が、快適



さをもたらし、身体が「楽になった」「軽くなった」といった短期的効果をもたらすような一回の訓練が

一回の訓練としての価値を持つような訓練内容であることや、自分が抱える障害の状態に適した、

役立つ情報を指導員から得られるといった道具的（手段的）サポートを得られることが訓練における

継続意欲を高め、定期的・継続的運動につながる重要な要因であることが示唆された。加えて、従

来の個別機能訓練の機能、役割、効果、目的、方法をあらためて見直し、個別機能訓練、の数値

化しづらい身体的効果、心理的効果、社会的効果をトータルに活用することで調査結果から訓練

継続意欲との関連性を示唆された 7 項目全てを利用者の訓練継続意欲の向上に結びつけること

が可能であると考えられた。 
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